


































































































































 速度 vtをその時の状態 ztの関数
として表現すると，
のように次の位置が得られる．
( ).t t=v f z
1t t t t+ = + ∆x x v
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Solid: moving average with 4-year window




August from 1980 to 2009 Model for August
シミュレーション
September from 1980 to 2009 Model for September
シミュレーション
October from 1980 to 2009 Model for October
シミュレーション
Model for Sep 1986 Model for Sep 2004
シミュレーション
台風数の長期変動
 全体として日本接近回数を過小評価傾向．
 変化の傾向はある程度捉えられている．
実際の台風の発生個数と日本接近回数 (/年) モデルからの再構成
台風数の長期変動
 全体として日本接近回数を過小評価傾向．
 変化の傾向はある程度捉えられている．
実際の台風の発生個数と日本接近回数の比 モデルからの再構成
台風数の長期変動
 長期トレンドは，生成，消滅パターンの変化で表される．
 10年程度のスケールの変化ははっきりとは見られない．
実際の台風の発生個数と日本接近回数の比 モデルからの再構成 (対流パターン固定)
台風数の長期変動
 明確な傾向はないが，10年スケールの変化は見られる．
 より長期の傾向は合わない．
実際の台風の発生個数と日本接近回数の比 モデルからの再構成 (生成パターン固定)
まとめ
 データに基づき，季節変動や気候変動を表現できる台風
確率モデルの開発を進めている．
 台風らしい経路を生成することはできるようになりつつ
ある．
 量的なずれは残っているが，季節変化や長期変動も定性
的な傾向は表現できそうである．
 結果のvalidationや，台風の強度，雨量とのモデル化は
今後の課題である．
